
（別紙３）

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 23 （回答者数）
23

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

ミーティングやケースカンファレンスは引き続き行ってい

く。子どもたちが楽しく意欲的に取り組むことができるよ

う、子どもたちにも定期的に聞き取りを行い、課題感と目標

を一緒に確認していく。

2

引き続き、送迎時等に共有し、会話の中から新しい課題点を

見つけて指導に繋げていく。

3

毎月の室内や敷地内の安全確認を引き続きに行っていく。ま

た、子どもの成長に合わせ環境を変えられるよう検討をして

いく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

長期休みなどを活用し、周辺の危険箇所の確認や実際に避難

場所へ避難をする訓練をしているため、訓練の様子をお伝え

していく。

2

個別支援計画見直し後、同じ内容でも異なる目的で指導をし

ているが、新しいものを取り入れる機会が少ないため、子ど

もの変化に応じて内容を検討していく。

3

モニタリング面談時以外にも、日頃から保護者の方と会話を

する中で、相談の機会が必要かの検討をして提案をしてい

く。

また必要に応じて、関係機関との担当者会議の実施などの提

案もしていく。

○事業所名 い～まCrea大治Ⅰ

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

家族支援の取り組みが少ない。 モニタリング面談時に困りごとなどの聞き取りを行っている

が、他の場面で相談できる仕組みが浸透していない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

避難訓練を実施しているが、保護者への説明が少ない。 毎月避難訓練を行っているが、その内容が保護者の方へ伝わっ

ていない。

目標は変わっているが、活動プログラムの変更が少ない。 面談時に活動内容についての説明や、取り組みの様子、課題感

等お伝えしているが、大きくプログラムが変更なることは少な

い。

子どもの事を理解し、子どもと保護者のニーズを分析した上で

計画書を作成している。子どもも安心感をもって通所を楽しみ

にしている。

毎日のミーティングや月に1回のケースカンファレンスなどで

子ども変化や課題感を共有している。また定期的に個別支援計

画の見直しを行い、ステップアップや新しい課題に対する検討

を行っている。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、共通理解を持った

支援の提供。

送迎時等でも利用中の様子で気になることがあればお伝えし、

学校や他のデイでの様子などの聞き取りを行っている。

事業所内で支援の方法について話し合いを行った上で保護者へ

お伝えしている。

子どもの生活スペースが十分に確保され、清潔で心地よく過ご

せる環境。

子どもの特性に合わせ、集中することができるよう個別指導室

を使用している。また、子どもの身長や体格に合わせ机を調節

している。

室内を清潔に保てるよう、毎日の掃除以外にも定期的にエアコ

ンや窓拭きを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


